
 
平成 21 年度認定 

 

 

氏名 馬場 節枝（ばば せつえ） 昭和 25 年生 
住所 長崎県雲仙市 
分野 伝統野菜（雲仙こぶ高菜）等の農産加工品 

技術の内容と 
活動状況 

 永年雲仙市の郷土食を販売加工して販売してきた。特に平成 15 年、伝統野菜の「雲仙こぶ
菜」を新たな特産品として復活を目指すプロジェクトチームの一員として活躍するほか、在
来種で作るこんにゃく、郷土食の「ぼんこ（餡無し万十）」などに取り組みながら、さらなる
伝統野菜の復活を行う。 

 小学生、中学生、大学生の体験学習を受け入れ、食育の推進を担うなど、長年にわたり郷土
料理の研究開発の中心的な役割を担っている。また、スローフード協会国際本部の「味の方
舟（アルカ）」認定。さらには、日本で初めての食の世界遺産ともいえる「プレシディオ（食
の砦）」認定。 

相談・指導に 
応じられる分野  小中学生に年間を通じて伝統野菜の食育を行う。 

国・都道府県・
中央団体等の 

受賞歴 

 食アメニティ・コンテスト最優秀賞（農水大臣賞）受賞
 伝統野菜「雲仙こぶ高菜」を伝える地域活動の食育で長崎県知事賞（平成 24 年度）、雲仙市

長賞受賞 他 

主な役職 

 農林水産省よりボランタリー・プランナーに任命される。
 平成 18 年 7 月～令和元年 農事組合法人守山女性部加工組合代表理事 
 平成 20 年 4 月～     JAC 総研 食育ソムリエ 
 平成 22 年 4 月～     雲仙市伝統野菜を守り育む会 副代表 事務局 
 令和 元年 4 月～     雲仙こぶ菜加工所 起業 

最近の活動状況 

 雲仙こぶ高菜漬をミラノで開催された「食の博覧会（EXPO2015）に出品、現在も雲仙こぶ
高菜漬けを輸出する。 

 日本大学生物資源科学部川手教授ゼミ体験受入（2006 年から継続）（伝統野菜雲仙こぶ高菜
加工体験実施） 

 雲仙市立鶴田小学校 3 年生へ雲仙こぶ高菜播種～収穫～調理体験の実施 
 雲仙市の伝統野菜の復活に向け、毎月会を主宰し、雲仙こぶ高菜に続く伝統野菜を調査記録

作成中 
 雲仙こぶ高菜漬けの調理体験を 2 ヶ月に 1 度の頻度で主催 

HP  


